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11. PdNi-Sn sandwich の超伝導

東大理 佐 藤 正 俊

一ヽ.∫

PdNiはその強磁性転 移 点 TM が Ni濃度 Cの増 加 関数 である｡ C-1･6 at

Yoで TM>0とな り, C- 3atYoでは TM は Snの超伝 導転移 点 Tcoよりはる
～

か に大 きな値 を もつ｡そ の間 で T｡｡-TMの Cが存 在 す る｡ Snと PdNi膜 を重

ねて蒸着 したサ ンプル では, どんな現象がお こるかについての実験 を行 なった｡
～

特 に PdNiは T>TMでは welldefinedlocalizedmomentがな く･T<TM

で空間的 にか な り一様 にス ピンが polarizeする と考 え られ ている｡このよ うな

強磁性 体内での コ ヒー レンスの長 さを超伝導 体 の コヒー レンスの長 さと同様 に

考 えて定義す る と,それ は もvF/TM 程度 とな り超 伝導 体の コ ヒー レンスの長
i::▼:

さ と同 じくらい の長 さとなる｡それ故, Sn-PdNi膜 を重 ね るこ とは,2つ の膜

の厚 さが,各 々の コヒー レンスの長 さよ り小 さい と､きは,互 いの影 響 を境 界 の

み ならず,膜全 体 で うける と考 え られ る｡

結 果 は, sandwichの Tcと Cの曲線 に, C-2atYoで Tcに 最小が出るこ

と, トンネル状態密度 の実験 に もそれ とコンシステ ン トな結果 が出 るこ と,
一- ′ヽ■■
pdNi膜 が強磁 性 と考 え られ る濃度領域 で も Tc対 d (PdNi膜 の厚 さ )の曲線

○

か らみて dの特徴 的長 さが 80A程度 であ るこ と,な どである｡
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